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＋
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柴

田

裕

-

本
書
は
Ⅰ

宏
こ
t

ま
e

O
巾

≦
1

0

ユ
d

A
託
巴
昌
一

2
e

弓
∽

P
F
0

0
-

計
り

S
O
〔

i

巴

村
法
じ

弓
〔

F

の

協
力
の

下

に

行
わ

れ
た

､

H
t

2
e

訂
仏

①
H

と

句
.

呂
○

已
g

宇

邑
の

共

同
研
究
で

あ
っ

て
､

第
一

次
大

戦
と

第
二

次
大
戦
間
の

周

際
経

済
の

計
彙
経
済
畢

的

研

究
で

あ
る

｡

内
容
は

次
の

各
部

よ

り

な
っ

て

い

る
｡

吋
P

ユ

ー

→
F
①

D
e
t

e

→

ヨ
i

ロ
P

ロ
t

仏

O
f

H

ロ
t

e
一

日
p
t
i

①

ロ

巴

→
H

P
d
e

∫
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A
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旦
打
賢
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仏

○

{

t

F
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→

ロ

P
t

訂
口

巴
･
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り

P
み
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宣
O
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-

≒
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→
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O
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-

P
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】

〕
O

n
】
i

臼
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-

ロ
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ロ
t
e

→

ロ

p
t
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O
〕

レ
m

こ

→
H

P

仁
e

n

ロ

ユ
口

内

叶

F
e

-

¢
い

○
-

∽

専

一

日

算
山

】

出
P
t

i

O

ロ

O
h

t

ロ

e

田
p

巴
c

C
O
e

鞄
訂
訂
ロ
t

S

C
O

ロ
〔
-

仁
S

i

C

ロ

→

訂

呂
P
C

岩

由
n

O

ロ
○

ヨ
i

c

A
p

p

岩
P
P

F

i

n

I

ロ
t

e

r

n

甲

t
i

O
ロ

已
･

→
H

P

a
e

→
F
e
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2 .

旨
-

只
｡

訂

冒

勺
P

ユ
N

ニ
ー

巴
昆
ヰ

本
署
の

目

的
は

正

成
的
短

期

的
分

析
に

よ
り

て

爾

大
戦
閃
の

各
国
国
内
経

済
情
動
水
準
と

外
国
貿

易
間
の

量
的
関
係
を

求
め

､

更
に

国
際
経

済
政
策

に

対
し
て

も

示

唆
を

輿
え

よ

う
と

す
る

か
の

で

あ
る
バ

此
の

分

野

で

の

従

来
の

理

論
的

､

計
量
経

済
畢
的
研
究
は

軍
一

国
の

分

析
に

限
ら

れ
､

輸
出

を

折
輿
と

し

て

扱
う
馬
に

､

一

国
の

所
得

､

貿
易
と

他
の

国
々

の

そ

れ

ら

と

の

関
係
を

摘
み

得
な

か
っ

た
と

言
い

得
る
｡

各
国
経

済
の

相
互

依
存
闊

係
を

知
る

為
に

は
､

一

国
の

輸
出
を

他
国
の

所

得
と

の

関
係
に

於
て

把
え

､

文
節

謂
二

国
ケ

ー

ス

で

な

く
､

多
数
国
ケ

ー

ス

に

基
く

分

析
を

必

要
と

す

る

の

で

あ
っ

て
､

メ

ッ

ツ

ラ

ー
､

ミ

ー

ド

に

よ
っ

て

代
表
さ

れ
る

理

論
的

研

究
､

本
書
の

一

年
径
に

刊
行
さ

れ
た
ポ

ラ

フ

ク

の

計
量
経

済
畢
的
研
究

(

1
)

と
山

以

ん

で

本

書
も

亦
こ

の

繰
に

沿
う
重

要
な

文

献
と

言
い

得
よ

う
｡

本
書
の

分

析
の

基
礎
と

な
る

の

は
､

各
国
に
つ

い

て

計
測
づ

+

れ
た

輸
入

及

輸
出
函
数
に

よ
っ

て

構
成
さ

れ

た

方
程
式
捜
索

(

或
は
モ

デ

ル

)

で

あ

る
が

､

そ
の

分

析
の

特
長
と

し

て

次
の

諸
熱
が

琴
げ
ら

れ

よ

う
｡

第
一

､

世

界
の

貿

易
国
を
工

業
国
と

非
工

業
園

(

或
は

胃
-

ヨ
巳
･i

e
仏

n

O

亡

ロ
t

旨
G
S
)

に

分

け
､

前
者
の

う
ち

､

英
､

米
､

璃
､

併
は

夫
々

メ

ン

バ

→
､

1
､

2
､

3
､

4

と
し

て

畢
拓
に

扱
わ

れ

る

が
､

伊
､

日
､

ス

ウ

ェ

ー

デ

ソ
､

ベ

ル

ギ
ー

､

ス

ヰ
ス

､

チ
エ

主

ス

ロ

バ

キ

ア
､

オ

ー

ス

ト

リ

ア

の

七

国
は

メ

ン

バ

ー

5

と

し

て

グ

ル

ー

プ

と

し
て

扱
わ

れ
る
｡

残
飴
の

非
工

業
国
は

(

但

し
ソ

ダ

イ

エ

ト

を

除
い

て
〕

一

つ

の

グ

ル

ー

プ

と

し

て

メ

ン

バ

ー

6

を

構

成
す
る
｡

こ

ゝ

で

工

業
国
と
は

繭
大
戦
間

､

工

業
製
品

輸
出
が

全
輪
偶
の

年
ば

以
上

を

占
め
サ

相

国
で

あ
る

｡

第
二

､

貿

易
商
品

は

原

料
､

食
糧

､

エ

業
製
品

に

区
分

さ

れ

(

区
分

は

大
鮭
所
謂

]

甲

宏
箸
-

の

〔
-

監
監
P

β
t

古
口

に

3 j 8



フ

い一

従
う
)

各
商
品
毎
に

輸
出
入

函
数
が

計
測
さ

れ

る
｡

第
三

､

輸
入
の

決
定

要
因
の

主

た

る

も
の

は

所
得
で

あ
る

が
､

債
格

､

ス

ト

ッ

ク
､

資
本
輸
入

も

考
慮
さ

れ
､

工

業
国
の

食
糧
輸
入
町

場
合
は

園
内
食
糧
生
産
も

考
慮
さ

れ
る
｡

叉
輸
出
は

他
の

全

て

の

メ

ン

バ

ー

の

輸
入
に

依
存
す
る

も

の

と

し
､

従
っ

て

或
る

輸
出
国
の

他
の

任
意
の

囲
の

輸
入
に

封
す
る

日
P

式
T

(

2
)

ロ

巴

勺

胃
t
i

已
p
p

〓

○

ロ

の
一

定

を

備
荒
す

｡

他
の

輸
出
決
定
要
因
と

し
て

償
椅

､

ス

ト

ッ

ク
､

資
本
輸
出
も

考
慮
さ

れ
る
｡

第
四

に

非
工

業
図
の

輸

入
の

決
定

要
因
と

し

て

の

所
得
は

主
と

し
て

斡
出
に

よ
っ

て

得
ら

れ

た

対

外
構

軍
刀
で

あ
っ

て

附

随
的
に

工

業
生
産
高
よ

り

な

る
｡

工

業
国
の

非
工

業
固
か

ら
の

輸
入

は

後
者
の

封
外
棒
買
カ
の

輸
出
と

な
っ

て

そ
の

輸
入
を

噂
加
さ

せ

る

と

考
え

る
の

で

あ
る

が
､

そ

の

為
に

輸
出
額
は

交
易
條
件
が

欒
化

す
れ

ば

修
正

さ

れ
ね

ば

な

ら
ぬ

｡

工

業
生
産

額
も

そ

れ
に

應
じ

て

修

正
さ

れ

る
｡

こ

の

こ

と

は

世
界
貿
易
欒
動
の

主

原

因
と

な

る

自
主

的
所
得

欒
動
は

非
工

業
国
に

於
て

生
じ

な
い

こ

と

を

意
味
す
る

｡

文
非
工

業
困
の

食
糧
輸
出
に

影

響
を

輿
え
る

横
路
は

､

非
工

業
国
の

輸
田
債
格
で

な

く
て

､

米
国
の

食
糧

輸
出
債
格
で

あ
る
｡

非
工

業
困
の

こ

れ

ら
の

特
殊
の

事
情
は

同
大
戦
間
の

世

界
経
済
の

構
造
を

反
映
す

る

も
の

で

あ
る
｡

以
下

本
書
の

紹
介
を

試
み

る

の

で

あ
る

が
､

紙
数
の

関
係
で

第
二

部

に

宝

輪
を

置
く
こ

と

と

す
る
｡

こ

第
四

部
は

各
メ

ソ
.

ハ

ー

の

各
商
品

毎
の

鞄
入
及
び

輸
出
函
数
の

計
測
に

瓜

関
す
る

詳
細

量
重
な

報
告
で

あ
る
｡

各
函
数
を

練
腰

函

数

と

仮

定

し

∵

博

潜

て
､

喝
立

欒
数
の

係

数
が

多
重

相
関
分

析
に

よ
っ

て

求
め

ら

れ
て

い

る
｡

計
測

期
間
は

政
治
的

諸
事
情

､

統
計
資
料
の

関
係
か

ら
､

各
函

数
に
つ

い

て

同
じ

で

は

な
い

が

大
盤

一

九
二

五

年
か

ら

三

七

年

迄
で

あ
る

｡

計
測
の

結
果
前
記
の

欒
数
の

う
ち

で

輸
出
入
に

対
す
る

影
響
を

認
め

ら

れ

な
い

欒

数
が

あ
る

が
､

主

と

し
て

統
計
資
料
の

不

備
に

基
く

も
の

で

あ
る

｡

叉

雨

大
戦
問
に

於
け
る

世
界
経
済
構
造
の

堅
化

に

も

拘
ら

ず
諸
欒
数
と

輸
出
入

の

相
関
関
係
は
甘

同

い

(

尤
も

倍
格
に
つ

い

て

は

信
頼
度
が

低
い
)

の

で

あ

る

が

ー
こ

れ
は

横
路
欒
化

が

構
造
欒
化

を

反
映
し
て

い

る

こ

と

も
あ

る

一
例
外
的
に

整
数
と

し

て

t
i

2
e

t

岩

邑
を

導
入

し
､

或
は

計
測

期
間

を
二

つ

の

班

ロ
b

勺

匹
ユ
O

P

に

分

け
る
こ

と

に

よ
っ

て
甘

同

い

相
関
関
係
が

得

ら

れ
て

い

る
｡

然
し

蕾
然

間
置
と

な

る

多
重
共
緑
性
に
つ

い

て

沸
わ

れ

た

考
慮
は

充
分
で

な

く
､

鵜
立

欒

敷
間
の

畢
純
相
関
係
数
が

〇
･

七

を

超
え

ず
且

猿
立

攣
数
と

従
属
型

数
問
の

偏
相
関
係
数
が

一

%
水
準
で

有
意
で

あ

る

時

猿
立

欒
数
は

相
互

に

猿
立

で

あ
る

と

す
る

基
準
を

設
け

た

だ

け

で

あ

る

(

而
も
こ

の

基
準
が

常
に

守
ら

れ

た

わ

け

で

な

い
)
｡

叉
フ

ラ

ン

ス

の

食
糧

､

工

業
製
品

に
つ

い

て

は

満
足
す
べ

き

輸
入

方
程
式
は

得
ら

れ

な
か

っ

た
｡

各
メ

ン

バ

㌧

各
商
品

毎
に

計
測
さ

れ

た

輸
入

及

び

輸
出

函
数
は

相
集

っ

て

方
程
式
膿
系
(

構
造
方
程
式
捜
索
或
は

国

際
貿
易
モ

デ

ル

と

い

わ
れ

る
)

を

作
り

､

全
図
瞭
貿
易
を

説
明

す

る

基
礎
と

な
る

の

で

あ
る

が
､

鰹

釆
に

含
ま

れ
る

各
函
数
は
三

つ

の

∽
U
t

に

分

れ
､

哲
t

-

は

工

業
国
の

輸

入
函
数
で

､

原
料
輸
入
グ

は

工

業
生

産
額

Q
及
び

償
格
f

の
､

食
糧
輸
入

〃

他

国
長

所
得
ア

及
国
月
食
糧
生
産
ぶ

の
､

工

業
製
品

擁
入
P

は
y

の

函

j ゴ∂

き

∵
∴



一

橋

静

最

各
三

十
三

各

界
四

故

6 2

数
と

し
て

京
さ

れ
る

｡

整
数
Q
が

ァ

の

代
り

に

用
い

ら
れ

七

の

ほ

相
関
度

を

高
め

る

烏
で

あ
る
｡

哲
t

I

I

は

非
工

業
図
の

輸
入
函
数
で

､

γ

は

前
に

ふ

れ
た

よ

う
に

交
易
條
件
で

修
正

さ

れ
た

輪
娼
婦
ガ

十
工

業
生

産
額

¢
の

函
数

､

〃

は

同

様
の

内
容
の

(

也
＋

昏

及
び
t

訂
ロ
e

汀

昌
β

で

の

函
数

､

グ

も

同
様
の

内
容
の

(

玩
＋

昏

及
び

資
本
輸
出
且

の

函

数
と

し
て

示

さ

れ
､

S
¢

ニ
ー
I

の

各
メ

ン

バ

ー

の

輸
出
函
数
に

つ

い

て

ほ
､

原

料
輸
出
即

は

他
の

全
て

の

メ

ン

バ

ー

の

γ

の

合
計

､

償
格
及
び
r

の
､

食
糧
輸
出
ガ

ほ

同
様
の

グ

の

合
計
及

び

償
格
の

､

工

業
製
油
油
田
即

は

同

様
の

〝

の

合

計
､

償
格
及
び
で

の

函

数
と

し
て

戻
さ

れ
て

い

る
e

但
し

､

右
に

挙
げ
た

攣
数
が

各
メ

ン

バ

ー

の

方
程
式
に

同
様
に

あ
ら
わ

れ

る

も
の

で

な
い

こ

と

は

前
述
の

如
く

で

あ
る
｡

文
フ

ラ

ソ

ス

の

〃
､

研

に
つ

い

咋

は

方
程
式
が

得
ら

れ

な
い

の

で

賛
際
値
を

使
用
す
る

こ

と

に

し

て

お

り

輸
出
入

は

全
て

一

九
二

八

年
の

弗
償
値
表
示
で

あ
る
｡

構
造
方
程
式
捜
索
に

於
て

∫

及
び
ガ

は

内
生

欒
数
で

饅
案
内
部
に

於
て

決
定

実

れ
る

も
の

で

あ
り

､

他
の

欒
数
は

外
生

攣
数
で

あ
る
｡

第
一

部
は

こ

の

方
程
式
捜
索
を

示

す
と

共
に
こ

れ

ら

外
生

壁
数
の

2

》
U

喝
e

ロ
2
小

首

の

問
題

､

方
程
式
酸
素
の

均
衡
の

性
質

､

鰹
系
の

信
碗
度
や

更
に

進
ん
で

輪

田
入

函
数
の

理
論
的
究
明

等
が

構
造
方
程
式
鰹
系
と

の

関
係
に

於
て

な

さ

(

4
)

れ
て

い

る
｡

三

構
造
方
程
式
鰹
系
の

鞄
田
方
程
或
は

内
生

整
数
た

る

輸
入
を

含
む

わ

け

で

あ
る

か

ら
､

こ

の

鰹
東
を

解
い

て

輸
入

､

輸
出
を

全
て

外
生
欒
教
で

あ

(

5
)

ら

わ
せ

ぼ
､

構
造
方
程
式
の

解
を

得
る
｡

第
二

洛
は

構
造
方

程
式
の

解
に

J

基
く

旅
路
入

(

従
っ

て

貿
易
収
支
)

の

欒

動
及

び

所
得
の

攣
動
の

分

析
で

ぉ

あ
る
｡

構

造
方
程
式
鮭
系
の

非
工

業
国
グ
ル

ー

プ

の

輸
入

方
程
式
は

毎
年

欒
化

す
る

交
易
條
件
を

含
み

､

或
る

方
程
式
ほ
二

つ

の

昌
一

首
e

り
小

O

d

に

分

け

ら

れ
て

い

る

か

ら
､

方
程
式
の

解
に

於
て

非
工

業
図
グ

ル

ー

プ

の

輸
入

方

程
式
及
各
メ

ン

バ

ー

の

輪
田

方
程
式
の

外
生
壁
敷
の

係
数
は

毎
年
異
る

値

を

と
る

わ

け
で

あ
る

が
､

本
書
で

は
一

九
二

八
､

三
二

､

三

五
の

≡

年
に

.つ

い

て

方
程
式
が

京
さ

れ

て

い

る
｡

こ

れ

ら
の

年
は

繭
大
戦
間
の

経

臍
欒

動
の

三

つ

の

時

期
を

代
表
す
る

も
の

と

考
え

ら

れ
る

か

七
で

あ
っ

て
､

そ

の

前
鎮
の

時

期
に

も

大
鮭
連
用
出
来
る

も
の

で

あ
る
｡

文
構
造
方

程
式
盟

系
を

解
い

て

無
税
し

得
る

程
の

係
数
を

持
つ

外
生

欒
数
及
び
t
汁

ヨ
2

t

l

O

日
和

の

影

響
は

無
視
さ

れ

て

い

る
｡

文
フ

ラ

ン

ス

の

輸
入
は

全
て

賛
際
値
で

置
.

き

換
え

ら

れ

て

い

る

(

従
っ

て

〃
､

〃
､

ぴ
は

内
生
欒
数
で

な
い
)

｡

各

メ

ン

バ

ー
､

各
商
品
の

輸
出
入

方
程
式
か

ら

な
る

構
造
方
程
式
の

解
を

掲

げ
る
こ

と

は

紙
数
が

辞
さ

な
い

が
､

輪
田
入
の

攣
動
を

知
る

濡
に

は
､

■
各

方
程
式
か

ら
ブ

ラ

シ

ス

の

各

商
品
の

輸
入

､

非
工

業
国
の

工

業
生

産

高
及

び

常
数
項
を

省
略
す

る
こ

と

が

田
来

､

文
分

析
は

専
ら

絶
輸
入

､

絶
輪
田

に

つ

い

て

行
わ
れ

る
の

で

あ
る

か

ら
､

前
記
三

年
に

つ

い

て

各
メ

ン

バ

ー

に

つ

い

て

の

三

つ

の

商
品

毎
の

輪
田
入

方
程
式
を

一

緒
に

し

て
､

仮
に

絶

輸
田
入
方
程
式
と

考
つ

け

て

次
に

示

す
こ

と
と

す
る
｡

糾
メ

ン

バ

ー

1

(

英
国
)

-

¢
N

∞

食

ぃ
ーー
.

い

ー

ー

ー

}

H
､

-
.

〇
】

山

ふ
∞

か



(

ヽ
)

′

b

也
.

=
.

〇

-

泣
叫
.

＋
.

〇

宗
叫

}

b
､

＋
.

〇

い

芯
}

㌔

＋

b
N

ビ
}
√

1
.

N
-

叫

-

ね
.

〇

-
.

〇

-

00

ひ

勺
-

冨

-

£
N

≒

ト

=
.

N

記
ひ

}
J

l
一

〇
-

聖
T

00

き

軸
-

Ⅰ-
.

〇

-

00
ー

}
J

＋
.

〇
〇

か

叫

}
㌔

ナ
○
い

N

N

}

㌔

ナ
O

N

O

¢

}
㌦

1
.

N
-

ヨ
T

内
由

-
.

〇

-

00
N

吋
-

き

一

茂
山

も

ナ
=
.

N

諾
か

}
J

-
.

〇
-

璧
T

∞

か

也
r

=
.

〇
-

巴
】

J

＋
.

〇

〇

誌
}

㌔

＋
.

〇
N
00

00

}
p

､

＋
.

〇

N

〇

･-

}
-

､

-
.

N

-

$
転
が

1
.

〇

-

∞

ひ

佃
-

喜

∽
メ

ソ
.

ハ

ー

2

(

米
国
)

-

や

N

∞
h

甘

か

=
.

〇

叫
-

○

}
㌦

-
.

〇

ロ
ー

か

由
が

=
.

〇

申
N

O

H

J

＋
.

〇

〇

レ

N

}
㌦

＋
.

〇

諾
い

}
p

､

＋
.

〇

い

記
}

√

-
一

-

や

だ
内
が

-一
.

〇

〇

遥
】

㌔
ヽ

■

-

怒
N

≒

計
1-
.

〇

山

-

○

}

㌔

-
.

〇

ロ
阜

か

也
即

=
.

〇

詔
○

叫
-

＋
.

〇

〇

牟
叫

}
㌔

＋
一

〇

9
い
ー

}

㌦

ナ
○

巴
00

}

b
､

･

ノ
N

き
N

内
示

-
b

$
い

ゃ
㍉

-

冨
山

≒

か
=
.

〇

㌍
○

}

㌔

+
声
-

阜

か

由
が

=
.

〇

ヨ
ネ

H

J

＋
一

〇

〇
ム

い

}

㌦

＋
.

宗
記
}
√

＋
.

〇
ひ

N

心

}

√

-
.

N
O

-

中

内
一

･

ノ
○

$
リ

セ
㌔

川
メ

ソ
.

ハ

ー

3

(

ド

イ

ヱ

ー

¢
N

∞

聴

か
=
.

N

宗
谷

}

㌦

-
.

〇

〇

当
佃
㌔

+
○
-

○

小

か

也
臥

=
b

笥
叫

】

J

＋
.

〇

〇

∞

-

}
㌔

＋
.

〇

-

○

小

}

㌦

＋
.

〇

怠
や

}
J

-
.

〇
叫

N
-

内
が

1
.

〇
〇

い

00

h
㌔
1

-
.

〇

〇
山

N

句
中

き

ー
∽

ふ
N

≒

か
=
.

N

∞

00

A

}

申
､

+
0
0

当
加
甲

､

-
.

〇
-

○

ひ

か

曹

■

評

地
口

=
.

〇

㌍
ヤ
け

､
-

＋
.

苦
言

㍍
＋
.

〇

〇
叫

か

吋
臼

＋
.

宝
漂

ロ

+
○

詔
○

内
由

1
.

〇

己
口

吋
㌔

1
b
O

宗
勺

㌔

-

器
レ .

≒

雷
>
鵡
両
軸
薄

地
P

=
b
い

岩
}
J

＋
.

〇

〇

ヨ
}

㌔

＋
.

〇
〇

∞
山

}
㌔

＋
■

○

毛
00

}

J

-
ノ

○

謡
い

内
｢

･

.

〇

〇

哲
也
㌔

1
一

芸
怠
竹

㌔

印
メ

ゾ

パ

ー

4

(

フ

ラ

ン

ス

)

輸
入

方
程
式
鉄

｡

-

諾
00

塀

+

田
=
.

〇

ロ
か

が
＋
〇

.

宝
-

㍍
＋
.

〇

N

∞
叫

㌘
＋
･

〇

-

記

J

J
O

台
N

内
が

+
0
0

N

小

竹
-

き

一

茂
N

も

如
.

=
.

〇

-

N

り

ゴ
＋
.

〇
〇

い

00

㍍
＋

b
N

記

さ
＋

b
-

か

叫

ゴ

ー
.

〇

牟

-

N

内
√

-
.

〇

〇

N

小

竹
㌔
さ

一

茂
h

勺

顛
=
.

〇

-

い

ゃ

ロ
＋
.

各
会

㍍
＋
一

〇

N

∞

ヰ

叫
p

＋
･

〇
-

訟

さ

-
.

〇

ひ

や
ぃ

内
が

1
.

〇

〇

N

牟

均
一

≡

川
メ

ン

バ

1

5

(

小

二

某
国
の

グ

ル

ー

プ
)

-

諾
00

聴

か
=
.

-

山

誌

ゴ

+
0
0

窒
佃
㍉

内
払

--
.

〇

宗
小

}
㌦

ナ
0

0

宗
}

b
､

＋
.

〇

烏
山

}

㌔

＋
-

○
-

浩
}

J

l
.

-

全
N

や

内
+

甲

-
.

〇

〇

00

小

竹
㍉

-
.

〇

〇
い

ぶ
吋
㌔

ゲ

一

芸
N

ラ

か
=
.

-

怒
り

}
㌦

-
.

〇
〇

聖
T

h

ぺ

也
9 ･

--
.

〇

小

N

-

吋
-

＋
.

〇

〇

訊

か

}
㌦

＋
.

〇

畠
-

}
㌦

＋
.

〇
-

詔
}
J

-
.

-

訟
-

内
が

+
0
0

ヨ
佃
㍉

1
.

〇

〇
00

N

佃

㌔

-

¢

い

ぃ

も

か
=
.

-
上

山

阜

}
b

､

I
.

〇
〇

聖
T

h
J

｢

･
句
中

=
.

〇

ヒ
→

}

√

＋
.

〇
〇

笥
}
㌔

＋

b

合
唱

}

㌦

＋
.

〇
-

璧
T

}
〕

J
-
h

N

小

内

｢
･

.

書
叫

心

吋
㌔

+
0
0

謎
竹

㌔

∂∂ヱ

を

転



■
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∴

′

て
㍉

モ
パ

託

て
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■

】

′
橋

論

叢

弟
ヨ

十
三

春

希
四

凍

■

如

何
メ

ゾ
.

ハ

ー

6

(

非
工

業
困
グ

ル

ー

プ
)

-

諾
00

聴

か
=
.

〇

宗
小

叫
-

＋
.

志
-

ひ

}

㌦

＋
.

-

○

巴

㌘
＋

b

畠
○

}

.
､

-
一

叫

N

山

叫

内
由

由
○

=
.

-

い

N

∞

}

J

ナ
○

訟
心

}
㌦

＋
.

-

悪
∞

-

√

＋
.

〇

ご
叫

}
J

J
O

竺
や

内
-

-
.

〇
N

諾
佃
㌔

＋
.

〇

-

記
吋
㍉

-

㌶
N

勺

か
=

ヒ
N

O

コ
＋
.

〇

-

ご

が
＋
.

〇

∞

怒

㌘
＋
.

£
泰
】

軌
､

-
‥

ヾ

N

語
Y

内
○

也
¢

=
.

N

-

泣
叫
-

ナ
○

訟
○

}

㌦

＋
.

-

か

N

阜

}
㌔

＋
.

宗
ヨ
}
㌦

+
○

∞

ヒ
内
由

1

ノ

£
コ

吋
㌔

＋
.

〇

N

0

0

竹
㍉

-

諾
レ .

勺

か
=

ヒ
】

い

が
＋
.

〇

-

00

○

㍍
＋
.

〇
∞

00

阜

㍍
＋
.

〇

巴
ひ

さ

-
.

叫

N

当
内

小

向
○

=
●

N
O

言
付

J

＋
-

○

訟
ひ

い

㌦

＋
.

-

巴
¢

}

p

､

＋
.

〇

訟
叫

}
㌦

-
.

〇

ヨ
T

00

知
､

の

-
.

〇

N

∞
】

勺
㍉

＋
.

〇
-

望
h

亡
､

J
､

ぞ
､

て
g

は
一

九
二

八

年
弗
償
値
で

十

倍
弗
単
位

､

下
添
字
は
メ

.
ソ

バ

ー

別
を

鼓
す

｡

β

は
一

九
二

八

年

基
準
の

生

産

指

数

で

あ

る
｡

P

(

或
は

戸
は
)

各
メ

ン

バ

ー

の

上

添
字
で

戻
さ

れ
た

蕾
該
商
品

輸
入

償
格

指
数
(

或
は

梅
田
債
格
指
数
)

の

世

界
市
場
(

輪
田
の

場
合
は

相
手

国
の

市

場
の

こ

と

も

あ
る
)

に

於
け

る

同

商
品
の

債
格
指
数
の

比
で

あ
っ

て
､

指
数
の

基
準
は

何
れ

も
一

九
二

八

年
で

あ
る
｡

一

九
三

五

年
の

ド

イ

ツ

の

転
入

方
程
式
を

駄
く

の

ほ

所
得
攣
数
の

係
数
の

信
窮
度
が

偉
い

賃
で

あ
る
｡

叉
即
は

即
と

同
じ

こ

と

は

前
述
の

如
く
で

あ
る
｡

四

ノ

.ソ
･

烏

て

,

こ
∴

･や
=

構
造
方
程
式
鰻
系
の

解
に

基
い

て
､

外
生

欒
数
の

欒
化
が

翰
田
入

(

従

っ

て

貿

易
収

支
)

に

輿
え

る

影
響
を

知
る
こ

と
が

田
来
る

&

で

あ
る

が
､

構
造
方
程
式
鮭
系
の

示

す

均
衡
が

條
件
附
均
衡
で

あ
る

こ

と

は

珪
意
を

要

す
る

｡

即
ち

或
る

メ

ン

バ

ー

の

貿

易
収
支
の

攣
動
は

国
際
収
支
の

他
の

項

目
に

よ
っ

て

相
投
さ

れ

得
る
こ

と

が

蜂
件
で

あ
っ

て

こ

の

相
殺
作
用

(

こ

の

作
用
は

i

芝
草
ロ
爪

音
｡

ロ

巴
c

｡

m

官
日
払

邑
｡

n

と

い

わ

れ

て

い

る
)

が

働

く

範
囲
に

於
て

の

み

外
生

欒
動
は

欒
動
す
る
こ

と

が

出

来
.
る

わ

け

で

あ

る
｡

支
所

得
方

程
式

､

供
給
及

び

需
要
方
程
式
を

持
た

な
い

の

で

あ
る

か

ら
､

一

つ

の

欒
数
が

直
接
に

或
は

貿
易
収
支
を

通
じ

て

間
轟
に

他
の

欒
数

に

輿
え

る

影
響
の

数
呆
は

知
る
こ

と

が

出
来
な
い

｡

就
中

､

最
も
重

要
で

無
税
す
る
こ

と
の

出
来
な
い

の

は
､

貿
易
収
支
と

所
得
と
の

相
互

関
係
で

あ
る

が
､

こ

の

眉
に

本
署
は

或
る

仮
定
を

設
け
て

い

る
｡

他
の

攣
数
を

〓
疋

と

し

て

各
メ

ン

バ

ー

の

ァ
､

ぶ

(

但
し

指
数
を

金

額

に

直
し
て
〕

､

g

が
一

弗
攣
化

し

た

場
合
に

輸
入

或
は

輸
出
が

何

弗

攣

化

す

る

か

は

前
掲
の

絶
輸
出
入

方
程
式
か

ら

容
易
に

知
る

こ

と

が

出
来
る
｡

こ

の

倍
は

Ⅰ

ヨ
七
〇

ユ

賀
d

田
山

七
｡

H
t

河
a
t
山

｡

C
｡
e

托
i

2 .

昌
t
払

と

呼
ば

れ

て

い

る
｡

こ

の

比

率
は

各
メ

ン

バ

ー

の

経
済
の

規
模
の

影
響
を

受
け

る

か

ら
､

そ
の

影
響
を

免
れ

る

賃
に

は

弾
力
性
の

形
で

輸
出
入

に

封

す
る

数
呆

が

示
さ

れ

ね
ば

な

ら

ぬ
が

､

そ

れ

は
H

日

で
ユ

′
賀
d

日

月
0

㌣
空

邑
i

･

邑
叫

C
O
e

琵
c

岩
.

已
∽

と

呼
ば

れ
て

い

る
｡

償
格
激
臭
は

弾
力
性
の

形
で

の

み

示
さ

れ

る

が
､

重
要
な
の

は
コ

ン

ス

タ

ン

ト

な

慣
格
表
示
の

輸
出
入
の

く
○
-

仁

ヨ
e

で

な

く
､

攣
化

し

た

償
格
で

示
さ

れ

る

く

巴

喜

で

あ
る
｡

債

格
欒
数
を

構
成
す
る
二

つ

の

償
絡
指
数
の

う
ち

分

子
の

み

が

欒
化

す
る

も

3 くうβ



の

と

し

て
､

債
格
に

閲
す
る

輸
出
入
の

う
p
-

ロ
e

の

弾
力
性
は

次
の

如
く

で

あ
る

(

但
し
メ

ン

バ

ー

5
､

叉
か

セ
ー

由

〕

叉
計

セ
.

し

づ

声
竹

㌔
し

見
知
吋
｢

河

)

叉
顔
【

廿
1

し

果
無

甘
ぎ
)

見
き
竹

㌔
む

ー

¢

N

00

-
.

ヰ

○
レ

り

ー
.

い

ひ

か

い

一

〇

〇
り

∞

.

〇

牟
-

-

-
.

〇

¢

小

○

-
.

N

O
ひ

∞

-
.

-

ヾ

ヰ
N

6

の

輸
出

弾
力

性
は

省
略
す
る
)
｡

-

¢

ひ

N

-

¢

い

ぃ

ー
｢

.

阜
-

-

心

-
.

い

ぃ

爪

や

.

-

→

○

仇

.

N

N

N

¢

-
.

〇
-

N

叫

-
.

〇
ひ

ぃ

叫

-
.

-

い

○
-

ー
.

小
心

h

か

ー
.

中
一

N

叫

.

〇

叫

¢

叫

.

N

ゃ

ぃ

N

.

〇
叫

u

ひ

-
b
O

ひ

ー

ー
.

-

N

00
N

但
し

例
え

ば

甘
H

訂

は

英
国
の

工

梁
製
品

輸
出
慣
格
指
数
の

非
工

業

国
に

於
け
る

エ

業
製
品

債
格
指
数
に

封
す
る

比
で

あ
る
｡

本
害
で

は

或
る

侶
定
の

下
に

､

所
得
欒
化
と

債
格
欒
化

の

輿
え
る

影
響
の

比
較
が

試
み

ら

れ
て

い

る
が

､

後
者
の

影
響
が

よ

り

小
で

あ
る

(

輸
入
に

勤
し
て

は

特
に

そ

う
で

あ
る
)

こ

と

は

興
味
あ
る
こ

と

で

あ
っ

て
､

更
に

債
格
欒
数
が

輸

出
入

方
程
式
に

あ
ら

わ

れ
る

場
合
が

限
ら

れ
て

い

る

こ

と

を

考
慮
す

れ

ば

債
格
数
果
は

決
し
て

大
で

な

い

と

言
わ

ね
ば

な

ら
ぬ

｡

前
掲
線

輪
出
入

方
程
式
の

ァ

の

係

数
は

自
生

的
所
得
欒
動
の

起
る

･

甘

メ

ン

バ

ー

以
外
の

.

J

メ

ン

バ

ー

の

所
得
は

一

恵
で

あ
る

場
合
(

又
は

〓
疋

で

あ
る

よ

う
な

政

策
が

と

ら
れ

た

場
合
)

の

各
メ

ン

バ

ー

の

輸
出
入
の

欒
動

を

示
し

､

輸
出
入
の

差
を

ま
め

れ

ば

貿
易
収
支
の

欒
動
を

示

す

わ
け

で
､

木
琴
で

は
こ

の

仮
定
を

侶
定
針

と

呼
ん

で

い

る
｡

■■･

甘

以

外
の

メ

ン

バ

ー

に

郎

於
て

貿
易
収
支
が

所
得
に

反
作
用
を

及

ぼ

す
と

す

れ

ば
d

侶
定
で

あ
ゎ
J

＼

曹

評

･

包

を

含
め

て

全
て

の

メ

ン

バ

ー

に

於
て

反
作
用
を

及
ぼ

す
と

す
れ

ば

有

償

定
で

あ
る

｡

こ

の

反
作
用
の

大
き
さ

は
コ

ー

リ

ン

･

ク

ラ

ー

ク

型
の

貿
易

乗
数
に

よ
っ

て

求
め

ら

れ
る

｡

こ

1

で

侶
定
さ

れ

た

各
メ

ン

バ

ー

の

短
期

的
に

安
定
な

ク

ラ

ー

ク

乗

数
御

は
､

喜
一

=
】

.

い

〉

3
b

=
-

.

∽

∵

ヨ
00

=
-

.

か

}

∋

㍉
N

.

〇

で

あ
る
｡

フ

ラ

ン

ス

の

乗
数
は

求
め

得
な

い

の

で

ヨ
一

日
○

で
､

メ

ン

バ

ー

6

で

は

勿

論
反
作
用
は

生
じ

な

い
｡

被
乗

数
た

る

輸
出
曙
分

及

所
得
噂
分

は
d

侶
定
の

下
で

は

H
.

.

･¢

(

-

)

乱

世
､

=
(

む

き
＼

む

ヤ
恥

)

乱
】

J

＋

h

(

や

き
＼

軋

}

㌔
〕

乱

勺
訂

む

(

N

)

丸

吋
旨

=
≡
軒
乳
L

望
H

の

二

式
か

ら

求
め

ら

れ
る
｡

但
し

･

甘

は

自
生

的
所
得
攣
化
の

生
ず
る

メ

ン

バ

ー
､

･

J

は
･

仏

を

含
め

て

ー
}

…

…
-

か

で
､

丘

ほ
･

包

を

除
く

T
…
‥

-

丸

-
-

}

軋

＋
-

｢
･

･

‥

一ひ

で

あ
り

､

右

連
括
弧
内
は
∂

供
定
の

下
の

輸

出

曙

分

で

あ

る
｡

鞄
入

欒
化

は

所
得
檜
分
が

定
ま

る

か

ら

前
掲
紙

輸
入

方
程
式
か

ら

求

め

ら

れ

る
｡

勿
論

･

甘

の

輸
出
入

欒
化

は
∂

倍
定
む

場
合
と

攣
ら

な
い

｡

一
d

仮
定
の

場
合
は

榊
式
の

n

の

欒
化
を

乱

)
､

詣
ヨ
←

(

丸

顛
＋

等
1

h

)

と

置
け

ば

(

6
)

よ

く
抑

は
･

甘

の

自
生
的
所
得
檜
分
で

あ
る
｡

五

所
得
欒
数
以

外
の

欒
数
を

〓
疋

と

し

て
､

任
意
の

`

メ

ソ
.

ハ

の

自
生

的

所
得
欒
動
と

そ

れ
が

影
響
を

輿
え

る

他
の

任
意
の

･

J
メ

ン

バ

ー

の

所

得
の

欒
動
の

関
係
は
三

種
の

ケ

ー

ス

に
つ

い

て

考
察
さ

れ
て

い

る

(

但
し

メ

ン

バ

ー

4
､

6

ほ

除
く
)

｡

弟
一

の

ケ
ー

ス

は
包

⊥

も
○

邑
b

こ
i

t

¶

と

名
づ

け

ら
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一

橋

論

叢

第
三

十
三

巻

欝
四

鍍

6 6

れ
て

い

る
.
が

､

･

J

が

充
分

に

巨
2

呂

賢
邑
c

㌻
p
2

ロ

邑
i

O

ロ

を

利
用

出
来

､

貿
易
収
支
の

欒
動
を

相

殺
す
る

薦
に

政
策
手

段
に

訴
え

る

必

要
の

な
い

場
合
で

･

甘

と
･

J

の

所
得
欒

勒
の

関
係
は

次
式
で

示
さ

れ
る

｡

(

丸

し

き
】

J
､

計

勺
輯

=
ヨ
㍉

(

乱

也

志
望
)

右
遽
括
弧
内
は

前
述
の

d

仮
定
に

基
い

て

得
ら

れ

る

も
の

で

叫

は

ク

ラ

ー

3 ∂4

ク

乗
数
で

あ
■
る

｡

所得比率儒教( 上艮括弘内は d l . 下段は d 8 p O S S i bilit y )
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印
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印
･
0

9
一
.

■l

( .0 1 3)
.
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1955
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0 3 1

欝
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岬
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J
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J
= メ ン バ ー 2
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5

【

【

r

【

○

ヽ

ヾ

ヽ

○

ヽ

サ

ヽ

ノ

ノ

ノ

ノ

ン

ツ

ソ

ン

メ

メ

メ

メ

ニ

ニ

コ

ニ

.

d

J

.

一

J

.

爪

J

.

n

J

第
二

の

ケ

ー

ス

ほ

計

p
O
の

巴

宮
-
i

t

呵

で

あ
っ

て
､

･

仏

の

所
得
欒
化
に

勤
し

他
の

メ

ン

バ

ー

は

自
国
の

所
得
水

準
を

不

整
に

保
つ

よ

う
に

政
策
手

段
に

訴
え

る
が

次

の

段
階
に

於
て

､

･

J

が

貿
易
収
支
の

欒

動
を

相
殺
す

る

眉
に

国
内
所
得
決
定
要

因
に

操
作
を

加
え

る

場
合

で

あ
っ

て
､

㌧

＼
･

J

の

所
得
欒
動
の

関
係
は

次
式
で

輿
え

ら

れ

る
｡

(

計
)

計
吋
〕
＼

許

さ
ロ
ー
(
む

ト

忘
ヨ
)

〔
む

h

忘
}

J
〕

右

遽
括

孤
内
は

夫
々

前
述
の

∂

慣
定
に

基
い

て

計
算

さ

れ

る
｡

第
三

ほ

㌢

甘
邑
宮
-
]

看
で

あ
っ

て
､

･

も

を

除
く
全
て

の

メ

ン

バ

1

の

所
得
は

貿

易
収
支
欒
動

の

反
作
用
を

受
け
る

が

次
の

段

階
に

於
て

ム
が

自
国

の

貿
易
収
支
欒
動
を

相
殺
す
る

霹
に

国
内
厨
得
決
定

要
因
に

操
作
を

加
え
る

場
合
で

あ
る

｡

(

計
)

計
】

J
＼

札
内

}
+

=
訝
ト

ス
む

ト
㌦

＼

む

ー

J
〕
＼

弓

乱

(
む

卜
し

＼

む

勺
し

但
し
一

叫

は
ケ

イ

ン

ズ

乗
数

､

ア

は

国
内
所
得
決
定
要

因
の

大
き
さ

で

あ
る
｡

以
上

三

種
の

ケ

ー

ス

に
つ

い

て
･

旬

の
一

弗
の

自
生

的
所

得
挙
動
が

･

J
の

所

得
に

輿
え
る

影
響
(

所
得
比

率
係
数
)

及
び

･

≠

の
一

%
の

自
生

的
所
得
襲
勤
が

･

J



所得弓軍力性儒教 ( 上呂括弧 内は d . . 下段は d ℡ p O S Si b ilit y )
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(

一

■
㈹

還
㈹
3 5 7

1

2

3

5

【

【

【

【

サ

ヽ

や

ヽ

寸

ヽ

○

ヽ

ノ

ノ

ノ

ノ

ン

シ

ソ

ソ

メ

メ

メ

メ

コ

ニ

ニ

コ

.

凸

J

.

り
J

.

n

J

.

っ
U

ニ

ュ
二

五

年
は

時

債
表
示
で

み

る
レ

､

み
の

係
数
は

血

の

そ

れ

よ
り

大
で

あ
る

｡

こ

1

に

は

示

さ

な
い

が

d ｡

の

係

数
は

ぁ
の

そ

れ
よ

り

大
で

あ
る

｡

文
比

率
係
数

は
･

J

が

大
国
で

あ
る

程
大
で

､

･

も

が

大
国
で

あ
る

程

小
で

あ
る

｡

文
各
メ

ン

バ

1
､
の

経
済
の

撹
槙
の

影

響

を

受
け

な
い

弾
力
性
係

数
は

あ
ケ

ー

ス

で

は
･

J

の

輸

出
性
向
が

高
い

程
甘
同

い

が
､

輸
入
性
向
は

飴
り

影
響

を

輿
え

な
い

に

反
し

､

島

ケ

ー

ス

で

は
･

J

の

輸
入
性

向
が

大
で

あ
る

捏
弾
力
性
係

数
は

小
で

あ
っ

て

輸
出

性
向
と

ほ

関
係
が

な
い

や
山■

d l

ケ

ー

ス

が

適
用
さ

れ

る
の

は

第
一

次
大
戦
前
の

英
､

併
､

瑞
の

よ

う
に

(

米
は

工

業
国
で

は

な

か
っ

た

が
}

金

準
備
が

豊
富
で

国
際
金

融
市
場
が

確
立
さ

れ
て

い

る

時
､

三

国
の

何
れ

か

に

自
生

的
所

得
噂
が

あ
る

場
合
で

あ
る

｡

然
し

所
得

拭

少

の

場

合

は

あ

.
〔

又
は

鵡
)

ケ

ー

ス

が

適
用
さ

る
べ

き

で

あ
ろ

う
｡

爾
大
戦
問
に

於
て

は

各
国
の

地
位
は

一

撃
し

､

そ

れ

で

も
二

十

年
代
の

英
国
の

資
本
輸
出
と

米
国
の

二

九

年
ま

で
の

資
本
輸
出
の

増
加
傾
向
は
二

十
一

年
の

恐

の

所
得
を

欒
化

せ

し

め

る

%
(

所
得
弾
力
性
係
数
)

が

計
算
さ

れ
て

い

る

が
､

銭

ケ
ー

ス

は

乗
数
を

含
ま

な
い

か

ら

最
も

倍
額
度
が
甘
同

い

と

云

え

67

る
｡

あ
､

あ
ケ

ー

ス

の

係

数
を

示
せ

ば

右
表
の

如
く

で

あ
っ

て

(

但
し
≡

血

管

評

慌
の

国
際
披
及

を

窮
め

た

け

れ

ど

も
､

二

十

九

年
の

米
国
の

資
本
輸
出
の

停
止

と
ロ

ン

ド

ン

金

融
市
場
の

櫻
能
喪
失
は

ぁ

(

或

は

あ
)

ケ

ー

ス

の

係
数
で

示
さ

れ

る

よ

う
な

恐

慌
の

急
速
な

国
際
披
及

を

結
果
し

た

と

考
え

ら
れ

る
｡

3 さ∂



叩 下 そ
一
久

申

】

痛

論

叢

第
三

十

三

巷

第
四

凍

⊥

八

構
造
方
程
式
鰹
系
の

特
殊
な

適
用
と

し

て
､

完
全
雇

備
政
策
と

国
際
貿

易
の

関
係

山

以

に

鰹
系
の

戦
彼
へ

の

適
用
が

第
二

部
の

終
に

考
察
さ

れ
て

い

る
｡

前
者
に
つ

い

て

は
､

一

九
二

八

年
､

三

七

年
に
つ

い

て

不

完
全
雇
備

状
態
に

あ
っ

た

と

思
わ

れ
る

英
､

米
､

猿
(

但
し

猿
は
三

七

年
に

は

完
全

雇
傭
状
態
に

あ
っ

た

も
の

と

し
て

省
か

れ
る
)

が

完
全
一層
備
政
策
を
と

る

結
果
埼
加
す
る

自
生

的
所
得
増
が

算
出
さ

れ
､

そ

の

結
果
生

ず
る

貿
易
収

支
赤
字
が

前
述
の

∂

偶

定
に

基
い

て

算
出
さ

れ

る

(

但
し
三

七

年
の

係

数
は
三

五

年
の

係

数
と

同
じ
で

あ
る
)
｡

三

国
が

(

≡

七

年
に

は

英

米
の

二

国
)

同

時
に

折
得

噂
を

生

ず
る

時
は

､

勿
論

一

酢
の

み

に

所
得
智
が

生

ず
る

場
合
に

比
べ

て

赤
字
は

少
な
い
｡

次
い

で

こ

の

赤
字
を

相
殺
す
る

店

の

i

巳
e
r

ロ

邑
O

n

巳

g
2
勺
e

ロ

2
t
i

O

ロ

が

考
察
さ

れ

る
が

そ
の

結
果
米
国

の

み

が

貿
易
収

支
の

駐
力
に

抗
し
て

完
全
雇

傭
政
策
を

達
成
し

得
た

で

あ

ろ

う
と

結
論
さ

れ
て

い

る
｡

文
貿
易
収
支
の

赤
字
を

克
服
す
る

店
に

慣
格

欒
欺
を

攣
化

さ

せ

る

と

し
て

も

前
掲
の

債
格
鐸
力
性
の

轟
か

ら

も

推
察
出

来
る

よ

う
に

米
国
の

み
が

成
功
の

可
能
性
が

あ
る

と
い

い

得
る

｡

膿
系
の

戦
後
へ

の

適
用
に
.
つ

い

て

は
､

英
､

米
の

輸
入

方
程
式
を

四

八

一

-
宏

一

年
に

適
用
し
て

賛
際
値
と

計
算
値
の

比

較
を

試
み

戦
後
の

構
造
欒

動
に

推
察
を

加
え

､

米
国
に

つ

い

て

は

四

八

-
五

一

年
の

輸
入

函

数
を

計

測
し
て

繭
大
戦
問
の

そ

れ

と
の

比

較
を

試
み
て

い

る
｡

一

九
三

〇

年

代
の

世

界
貿
易
の

減
衰
過
程
の

分

析
及

び

結
論
と

し

て

論

.
じ

ら
､

れ
て

い

る

古
典

涙
､

新
古
典
涯
の

長
期
理

論
､

及

び

短
期
的
微
視
的

理
論
の

批

判
や

､

文
所
得
函
数

､

胃
襲
函
数

､

供
給
面
教

､

投
賛
函

数
の

導
入
更
に

は

動
態
的
要
素
を

含
ま
せ

る

こ

と

に

よ

る

本
宮
の

静
態
的
短
期

的
亘

規

約
モ

≠
ル

の

投
売
に

つ

い

て

の

示
唆
は

極
め
て

興
味
あ
る

も
の

で

あ
る

が

全
て

割

愛
せ

ざ
る

を

得
な
い

｡

(

1
)

呂
e

訂
-

弓
】

=
r

A
.

)

h

れ

A

呂
已
t
i

勺
-

e
･

河
e

g
叫

○
β

→
F

q
O

H

呵

○
巾

I

n
〔

O

m
e

P
ロ

n

→
さ
P

み
①

㌧
)

E
〔

O

n

O

ヨ
e
t
→

i

〔

p
〉

く
○
-

+
∞

.

〇
C
t

.

-

巴
〇

一

転
2

申
n

.e
)

ナ

ロ
ー

つ
F
e

せ

已
甲
ロ
C

e

O
巾

勺
p
対

ロ
e

ロ

声
-

漂
】

.

勺
○
-

p

打
･

ナ

ナ
)

A
ロ

ー

ロ
t

e

l
ロ
P
t
i

O

n

巴

田
口

O

ロ
O

m
i

n

晋
箆
2

ヨ

P

-

況
ゃ

(

2
)

然

し

賛
際
の

計

測
に

際
し

て

用

い

ら

れ

た

函

数
形
は

練
計

資
料

が

許

す

場
合
に

は
､

或
る

商
品

に

つ

い

て

の

メ

ン

バ

ー
･

≠

か

ら
･

J
へ

の

輸

出

を

直

接

顛
㌦

=
乏
し

士
＋

ぎ

(

力
は

･

J

メ

ン

バ

ー

の

取
入

餌
､

叫
､

如
は

夫
々

同

席
係

数
､

骨
教
で

あ
る
)

の

形
で

求
め

嶽
ら

ぎ

㌃

場
合
ほ

､

･

甘

の

輸
出
は

他
の

全

て

の

メ

ン

バ

ー

の

輸

入
の

加
重

さ

れ

一叫

た

合

計
の

函
数
と

し

て

由
一

=
串

こ

h
至
㌧

J
＋
ひ
h

の

形

で

求

め

ら

れ
て

い

る
｡

ウ

キ

イ

ト

ほ

雷

該

商
品

に

つ

い

て
一

九
二

八

年

に

於
け

る
･

も

の

輸

出

が
･

J
の

絶

輸
入

に

占
め

る

率
で

あ
る

(

但

し

加
重

せ

ず
と

も

高
い

桶

園
庭
が

得
.

ら

れ
る

時

は
･

も

の

翰

出
は

由
界
絶

輸
入
の

函

数

と

さ

れ
て

い

る
)

｡

〔

3
)

輸
出

額
は

遅

貿
諸
掛
を

含
ま

な
い

し
､

叉
各
メ

ン

バ

ー

の

輸

出

は
ソ

ダ

イ

エ

ト

向

も

含
む
の

で
､

髄

系
か

ら

求
め

ら
一
れ

る

世

界
観

翰

缶
と

線
輪
入

は

雷

然
一

致
し

な
い

｡

叉
メ

ン

バ

ー

5
､

6

の

輸
出

入

は
メ

ン

バ

ー

の

構
成

国

間
の

韓

出
入

も

含
む
の

で

あ

る
｡

(

4
)

前

掲
ポ

ラ

ブ

ク

の

三
㍉

ル

と

本

書
の

モ

デ
ル

の

祁

異

は

興

痍
深

3占β



‾･'･_ ヤ■

'
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L

U

一7
】

人

J3

い

も
砂

で

あ

る
｡

好

ラ

グ

ク

の

モ

デ

ル

で

は
､

･

甘

観
の

投

出
､

所

得
､

輸

入
の

増

分

ち

耶
､

晰

は

夫
々

次

式
で
.
示

さ

れ
る
｡

(

勺
｡
-

a

村
)

ナ

ナ

○

ワ
C

声
}

p
･

山

七

ぎ
=
q
㌔

ぎ
き
=
(

芭
(

む

｢
T

盲
)

盲
-

=

ち
慧

‰

は

世
界
観

輸

缶
額

､

ぺ
郎

､

仰
は

夫
々

骨
数
で

あ

る
｡

■
本
所
の

モ

デ

ル

と

異

る

の

は
､

所

得

方
程

式

が

含
ま

れ
る

こ

と
､

析

待
と

斡
入
の

関
係
が

間

接
的
な

こ

と
で

あ
る
･ ｡

本
書
が

ポ

ラ

ッ

ク

の

モ

デ
ル

に

批

判
を

加
え

る

の

は
こ

の

鮎
で

あ
る
｡

(

所

得

と

滑

費
､

投
資
の

陶

係

を

示
す

信

戟

慶
の

高
い

函

数
は

求
め

ら

れ
な

い

か

ら
｡

)

尤

も

本
書

の

モ

デ
ル

で

も

本

稿
第

四

紆

に

見
る

通
り

所

得

方
程

式
を

持

た

ぬ

限

り

斡

取

入
の

欒
動
を

説

明

出

来

な
い

場
合
を

生

ず
る

の

で

あ

る
｡

(

5
)

構
造

方
程

式

鱒

系
の

輸
入

方
程

式
で

歩
数
Q
を

含
む
も
の

は

鱒

系
の

解
の

場
合

は

国
民

所

得
y

に

置
き

か

え

た

方
程

式

が

用
い

ら

れ

て

い

る

(

但

し
メ

ン

バ

ー

6

は

除
く
)
｡

∵

叉

輸

入

方

程

式

で

ァ

が

用

い

ら

れ
て

い

る

も
の

で

も
､

例
え

ば

英
国

〟
函

数
で

は

賃
鋭
と

俸
給

の

合

計
､

〃
函

数
で

は

可

慶
分
所

得
が

用

い

ら

れ
る

と
い

う
よ

∴

つ

に

そ

の

内

容
が

一

致
し

な

い

が
､

鰹

系
の

解
の

湯
合
は

国

民

所

得
に

雄

一

さ

れ
て

い

る
｡

こ

の

結

果

悼
系
の

解

に

用

い

ら

れ
た

輸

入

方
程

式

の

倍

額

慶
は

低

く

な
っ

て

い

る
｡

(

6
)

本

書
に

揚

げ
ら

れ
た

比

率

係

数
表
の

数
字
ほ

そ

れ
が

基
い

て

い

る

構
造

方
程

式
の

解
の

方
程

式
の

係

数
と

異
る

か
､

又
は

本

革
の

公

式
に

基
い

て

計

算
し

た

紆

果
と

一

致

し

な
い

も
の

が

あ

る

が

そ

の

鎚

由

は

分

ら

な
い
｡

専

.

静




